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      日本語らしい言葉「いそしむ」 校長 釼持 利行 

 5 月から延期となっていた運動会。10 月 31 日（土）、今年は「高松体育大会」と名
称を変更して、なんとか実施することができました。感染症予防対策を講じての開催
となりましたが、学校行事が、子どもたちの成長に欠かせないものだと、改めて実感
させられた行事となりました。また、高松伝統の「応援合戦」。限られた練習時間の中、

3 年生を中心に、大変、素晴らしいものとなり、よき伝統を後輩に繋ぐことができた
のではないかと思います。生徒の皆さん、本当にご苦労様でした。 

高松体育大会も無事終わり、季節の移り変わりを感じることのできる今、改めて「日
本のよさ」について考えてみました。日常の幸せに、気付きにくくなっている現代人。
四季の移り変わりにも気付けない人も増えていると言われます。「あんなに暑かった
のに、気付けば肌寒くなっている、もうすっかり秋だ。」なんてビックリしたことはあ

りませんか。四季が明確に分かれている日本は、とても恵まれています。四季それぞ
れの風景があり、色があり、香りがあり、楽しみ方があります。それを意識して感じ、
楽しむことで、心が潤っていきます。 

国語学者の金田一晴彦博士は、生前、いかにも日本語らしい言葉として「いそしむ」
をあげています。その著書『日本語』から引用してみます。 

 「和英辞書を引くと、『いそしむ』はイコール『励む』で、endeavor と書いてある
が、筆者にいわせると、『励む』と『いそしむ』とは違う。『励む』はがむしゃらに働
くことであるが、『いそしむ』は働きながら働くことに喜びを見出しているニュアンス
がある。日本人は働くことを愛する。だからこそ『いそしむ』という言葉ができるわ
けで、いかにも日本語らしい単語だと思う」。 
 そこで、試しに和英辞書を開いてみると、「isoshimu（いそしむ）→hagemu（はげむ）」
とあり、「励む」をみるように指示されます。「いそしむ」に相当する英単語はありま
せん。用例として、「仕事にいそしむ→work diligently」「読書にいそしむ→devote 

oneself  to one's books 」があがっています。「勉学にいそしむ」といえば、「自ら進
んで喜びを感じながら勉強する」ということです。「家業にいそしむ」といえば、「せ
っせと家業に精励する」ということです。嫌々ながらではなく、いそいそと勉強した

り働いたりする姿が目に浮かびます。このような意味合いのある「いそしむ」という
言葉は、勤勉な日本の風土から生まれた誇り得る言葉だと思います。ぜひ「いそしむ」
という言葉を死語にしないようにしたいものです。 
 さて、昔から、日本では、秋の夜を楽しむという文化が築かれてきました。平安時
代に清少納言が書いた『枕草子』では、「秋の夕暮れ」が一番風情があると言っていま
す。そして、「日入りはてて、風の音、虫の音など、はたいふべきにあらず」と結んで
います。今から千年も前に生きた人々も、秋の夜、涼しく吹く風の音や静かな夜を楽
しませてくれる虫の鳴き声に、特別な思いを抱いていたことが分かります。 
 私たちの住む日本は、確かに豊かになりました。食べ物一つとっても、一年中、美

味しい果物や野菜が食品売り場に途切れることなく並んでいます。でも、そのために、

私たちは季節を感じる心を失いつつあるのではないでしょうか。もう一度、自分の身
の回りを、目をこらし、耳を傾け、五感を研ぎ澄まして観察してみましょう。きっと
季節の変化を敏感に感じることができ、平安時代の人々と同じように、生活を楽しむ
豊かな心を取り戻すことができるはずです。 
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＜ 表 彰 一 覧 ＞                        ◆ ポスター賞  【最優秀賞】     【優秀賞】 

◆ 競技の部 （学年別）                                       

  優 勝 1年１組、2年３組、3年２組          

◆ 競技の部 （色 別）                                    

 優 勝 赤組（1年１組・2年１組・3年１組）                                                                                                               

◆ 応援の部 

 優 勝 赤組（1年１組・2年１組・3年１組） 

 

＜高松体育大会ハイライトシーン＞ 
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10月31日（土）秋晴れの青空のもと、高松体育大会が行われました。 

実行委員の活躍、1 年生から３年生が色別に縦割りとなった応援団での活躍、競技する生徒

の活躍、係として支えた生徒の活躍など、一人ひとりが全力で取り組みました。この体育的行

事が実施できたことは、皆さんにとっても有意義な時間を過ごすことができたと思います。ご

来場いただきました保護者の皆様、大きな声援をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度 高松体育大会 

スローガン ：「 火を灯せ、２０２０の高松魂 」 

  

１０月１７日（土）高松交流ガーデンはあいにくの雨天予報のた

め中止。急遽、１６日（金）に保護者OBや地域の方々にお集ま

りいただき、高松ガーデンの花植えを行っていただきました。 

朝のあいさつ運動 

１０月１２日（月）～１７日（土）の学校公開週間に、朝のあ

いさつ運動がありました。毎朝、各学年の保護者の皆様

が複数人ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

高松交流ガーデン 

「鬼滅の刃」他、明るく元気のある楽曲が披露され、

高松体育大会のはじまりにふさわしい吹奏楽部の

演奏に、みんなが聴き入っていました。 

３年１組 ○○ ○○   ３年３組 ○○ ○○○

（敬称略） 


